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$ アイヌ 文舉と 「小 傳」  


緒 論 アイヌ 文學發 見の 膝史 

アイヌ 稱 族の 部落 生活の 裘に、 何時の 代から とも 知れす 蓄積され て ゐる數 多き n 頭の！！^ は、 最近 やう やく 共の 一 

小 部分が 始めて 文字に 寫 される まで、 幾， 紀、 たビ 部落の. KI 老の、 n から 口 へ、 受け 繼ぎ、 ， 語り 繼 ぎて 流 して ゐた 

ので ある。 11 誓 契 以前の 代に は、 何處の 民族 もせて 一度 はさう であった 様に。 

初めて かう い ふ もの i 蝦夷に 存 する 消息 を 吾等に 傳 へた 最古の 文獻 は、 齊永六 (M 紀 一 七 〇 九) 年の 松 X 觀 山の 蝦 

夾談乘 記 ( 一 本 『蝦夷 談話 記』 或は 『蝦夷の 記』 『蝦夷 記』) である。 『蝦爽 人、 義經の 事をゥ キク. -ミ とも 巾 a- 云々。 

義經 むかし は 此！： の ハイと 巾 所へ 渡り、 蝦夷の 大將 分の 娘と 馴 みて 蝦夷が ひぞうの 卷物 をと りたる £ を、 日 木の s:^ 

璃の 様に かたり 云々。』 この ゥ キク ルミ は、 アイヌ 俾說 のヒ， •  til で、 宛 も 我が 國 近世の 條說文 寧の 中の 義經の 位^ 

を 取る もので あつたが 爲 めに、 夙に 蝦夷の 地に 入りて、 この ヒ ー 口 ー の說 話に 接觸 する 邦人 は、 忽ち 此を 我が 國の義 

經に 比へ. - してし まって、 さて は、 內 地の 舉界 に、 義經の 蝦夷 入り 傳說を 誘起す るに 至った その キヤ ラ クタ ー である。 

正しく は、 ォ キク ルミであって、 或 時 は アイ ヌ ラック ル 又は オイ ナ カム ィ 或は ァ H オイ ナ • カム ィ とも 呼ばれる 中 神 

半 人で、 アイヌ 神話の 上の 人祖で あり、 文化 神で も ある。 この 神の 惡魔を 平げ、 人文の を II いた 物 一 歌が、 幾多の 

詞章 を 構成して、 .： 一！ -敎的 s^il 約 視 せられ、 且つ は 神聖なる 歷史 として 生き、 或は 尊き 調 曲と して 文 舉の川 を も 成して 部 
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T 漆に 傅 fi されて ゐ る の である。 元 文 一 一 ( 一 七三 七) 年の 坂 倉 源 右衛門の 蝦夷 隨擎 (同 四 年に、 少しく 變改 補足して 

『北海 隨筆』 となる) に 至り、 『酒た けな はに およびて 歌 を 歌 ひ、 淨 瑠璃 を かたる。 聲昔は 聲明を 唱る聲 の ごとし。 云 

云。 仙 茶 S: 瑶璃の 音に て ゆるり とかたり たる ものな り。 尤も はやめの 所 も ありと 見えて、 漀昔を はりせ めて かたる 

も あり 云々』 と、 や k 詳細に その外 形 を 記述して ゐる。 

天明 M (一  七 八 四) 年の 立 松 東 蒙の 『東 遊 記』 に は、 『醉ひ ぬれば 仰ぎ 寢て 左右の 手に て 胸 を 打ち 吸の 如き 物 をうた 

ふ 云々』 と 漸く その 演奏 法を傳 へて ゐる。 そして、 最上 德內 あたりから、 專ら 蝦夷 淨 瑠璃 及び 蝦夷の 長 或は 祭文と 

いふ 稱を W ゐ出 して、 以後、 この 名が 諸家の 蝦夷 探 撿の遊 記 叉 は 聞 記 類に 喧傳 された。 德內の 有名な 『蝦夷 草紙』 (寬 

政 元年 si) に、 その 標本の 短 章が 示されて ゐ るが、 同人の 匿名の 著で ある 『渡 島 筆記』 (文化 五 年) の 方に は、 ー暦詳 

しく、  っ所誚 蝦夷 淨 瑠璃の 原名ュ ー カリの 語 も 見え 初め、 その 由来の 古き ものである こと、 蝦夷の 阔風 ともい ふべ 

きもので ある こと、 】語 るに 節 をつ けて さながら 我が 國の幸 若 舞の 詞の 趣で ある こと、 たぐ、 其 辭句は 難解であって、 

『夷 地に 住來 して 大抵 通 辯なる 程の 者 にても 確かに 聞きかぬ る 故 は、 此 うた ひもの に 限りて 平日 云 ふ 所と 異なる 一一-一：： 葉 

多し とぞ。 想 ふに 極めて 古 >1 雅語 を 審に用 ふること、 見えたり 云々』 と 云って、 漸く その 内容に 人って、 更に. 一 ー篇の 

の 桢概を 紹介し てゐ る。 

共 一 は、 火 t: 長の^ 後、 その 孤兒が 一 人の 鄕黨の 手に 養 はれて 育って ゐ たが、 鄕黨が故^^長の家の齊を押領しょぅ 

と惡心 を 起こし、 孤. 兄 を 己が 近親の {| へ、 膏を乞 ひに 遣 はし、 其 許で 殺させん としたの を、 孤 兒が覺 つて 遁走し、 暗 

衣途を 失って 迷 ひ 歩いた 舉！^ く、  角して 行き着い たの は、 偶 父の 親しくして ゐた 人の 〈豕 で、 その 娘 は ねて、 父 


と 父と が 約束して ゐた 未来の 妻た るべき 美少女であった のみなら す、 仄かに 鄕 人の 惡計を 察知し、 行って 救 はう と 思 

つて 果 さす、 本意な く 過ごして ゐる 所であった ので、 互に 大に 喜んで、 少年 は 篤く もてなされ、 心 盡しを 受けて、 及 

ぶ 程 支度 をと i のへて 故 家へ 送られて 歸り、 それより、 互に 饕 を 結びて 戰鬪に 及ぶ ものであると いふ。 

其 一 一は、 余 市の $: 長が 死して、 女子 一 人、 男子 一 一人が 育って ゐる。 石 狩の IT 長 また その 家の 寶にほ をつ け、 实に託 

して 孤 兒等を 呼び寄せ、 欺いて 殺さう とする。 孤兒等 は、 萬 一 を 慮り、 謀りて、 姉と 兄と だけ 出掛けて 弟 一 人 { 歲に留 

る。 Ei^ して 姉と 兄と、 夜が 明けても 房ら す、 危難の 中に 在さん、 いざやと て 親の代よりの 太刀 * 弓 . 矢 を 身に とりも 

ち、 t;! よりも 疾く、 熊よりも 猛く 翔りに 翔って 行って 見れば、 二人 は 鬼して 衆に 取り 込められ、 散々 に戰 ひ、 已 に危 

き 所 を、 自ら 群がる 敵 を 斬り 伏せて 二人 を 救 ひ、 最後に 靑年石 狩人の 我と 同じ 様なる 出で立ち をした のと 渡 八 "ひ、 相 

戰 つて 勝負が つかす、 戰ひ勞 れて蹶 き 仆れ、 殆んど 危ぃ所 を 僅かに 免れて、 もはや 戰を 好ます、 二人 を 助けて 我が {| 

へ歸 り、 尙石 狩人の 來 寇に備 へて ゐる U 愈. -石 狩より 鎏殺戰 の 襲来す る 知らせが あって、 鬼 やせん 角 や あらまし と、 

三人 相談 を すれ どもよ い 智慧 も 出です、 殆んど 決死の 覺悟 をした 時に、 家に 仕へ てゐる 老婆が、 三人 をす、 めて ひと 

まづ 山へ 隱れ しめ、 一人 留守居 をして ゐる ことにする。 其處 へ、 石 狩人の 偵察が 二人、 先づ 到り 見て、 余 市の 城外、 

寂と して 戎嚴の あとかた も 無い のに 驚きながら、 不 を懷 いて 城内 を观 へば、 當の 兄弟 は 影 も 形 も あらば こそ、 年取 

つた 老嫗 一人、 爐 逯に踞 んでゐ るのに、 その 有様、 『よくく 見れば、 眼の 光 は 日の 如く、 ね 髮は 秋の 山の 枯葉の 上に 

It の 降 積り たるが 如し。 面の 皺 は 冬の 海の. G 浪の 幾重 も 立お こる が 如く、  口の もとの 黥の 殘 りたる は、 岸う つ 波の 上 

にさし 覆 ひたる 出 岬に 夏の 草木の 生ひ繁 りたる が 如く、 暴の 穴の 打 あきたる は、 石山の 洞に 鹿が 角 振 立て 出入す る も 
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やすきが 如く、 つく 息の 火焰 をな すは燒 山の 灰 をとば すかと， 訝から る 云々。』 かう いふ 敍述 は、 アイヌ 文 寧の 特異の 

所で 正 3g: 〈正 錄のュ ー カラの 地の文の 忠實な 紹介で ある。 思 ふに、 年長けた る 老婆の 巫術 を 以て 敵 を 長れ しめた ことで 

あって、 かくして 後に、 一兵 を 損せす に、 その 維 辯 を 以て 彼我の 間に 婚姻 を 遂げし めて 石 狩と 余 市と 緣 者に なりて 曲 

を 結ぶ とい ふ 梗概で ある。 

然し 乍、 すべて は 飜譯の 紹介に 止まって ゐて、 原文 そのもの は傳 へられなかった〕 それが、 我が 圃の アイヌ 語舉の 

袅祖 であった 蝦夷 通 辭上原 熊 次郞の アイヌ 語彙 『もし ほ 草』 (一版 は ー卷、 寬政四 年 成 稿、 文化 元 年刊、 再版 は 二 冊、 

^^方 雷 藻汐 草と 改題、 刊行 年月 未詳) に 至って、 ュ， 'ガリ、 淨 瑠璃の 事と 題した アイヌ 語の テキストが 載った のが、 

我が 國に 於け る 假名 書きの アイヌ 文舉の 最初の 記錄 である。 十三 枚 二百 三 行、 約 五 百 句 ほどの 本文で あるが、 不思議 

な ことに、 口頭の 一枚 半 は 怪しい アイヌ 語で、 人稱 法な ど は 丸で 無茶であって、 全く 日本語 流の アイス 語で ある。 而 

も、 譯 はこの 一枚 半に のみ 附 いて ゐて、 自餘の 十一 枚 半 は 原語の みで 譯が 無い。 この 譯の 無い 部分 は、 北方 方言で、 

聞きち が ひ、 或は 書きち が ひと 思 はれる 誤 は澤山 ある けれども、 純然たる アイヌ 語で、 正しく アイヌの 口から 昔の 響 

くま、 を 假名に おし 取った ものである。 短いながら 一 篇の 筋が まとまって ゐる。 

北海道 廳藏の 『蝦夷 見聞 記』 十九 冊 は、 何時 何人の 手に 成った もの か詳 かで はない が、 蝦夷 資料と して は、 全然 著 

^<;獨自の新しぃ見聞に基ぃたもののみで、 貴い 資料で は あるが、 ュ ー カラと 云って、 實は 一 つの 實歷談 (アイヌ 語に 

之 を イソ ィ タク Iso-itak とい ふ) と、 一 つの 昔話 (アイ ス：^jiに之をゥ エペ ケレ Uwepeker とい ふ) と を 長々 と 戦せ、 

ァ ィ ヌ|^^.叫の ルビ 1 を 施して 一 一 卷に滿 載して ある。 惜 むらく は、 その アイヌ 語 は、 アイヌ の n から その ま. 錄し たも 


ので は 無く、 アイスの 演 した もの を、 通辭 について、 大體 その 意味 を^いて 邦文に S3 き 綴った 後、 此を； 迎辭に 就て 

再び アイヌ 語に 復文して ルビ ー に 添へ たもので ある。 故に、 文 は 全然 邦. 冗 i の 慣用句で 成立ち、 ルビ ー の アイヌ 語 は、 

文意に 關 する ことなく 逐語 的に、 アイ ヌの單 語 をた^ 臚 列して ゐ るに 過ぎぬ 全然 信憑す ベ からざる 资料 である。 の み 

ならす、 ユレ カラと 稱 して、 實際 書いた 所の もの は、 上述の 如く、 全く 散文の 話に 過ぎない ものであって、 此を 以て 

アイヌの 昔から 名高き 蝦夷 淨瑶璃 の 標本で あるかの 如く 見做されたら、 飛んだ 間違 ひで ある。 

かやう にして、 維新 前に 於け る アイヌ 文 學の眞 の 記錄は 殆んど 無くして * 僅かに 彰考 館所藏 の、 蝦 _ き "B と题 し、 チ 

ランケ 並に 淨 瑠璃と 割 註 をした 一 片の 小さな 寫 本が あるに 止る。 筆者. 年代 共に 詳 かならざる もので はあり、 れつ 僅 

僅 百 五十六 句の 記錄 に過ぎないが、 正しく アイヌの 口から その ま X を 筆記した もので、 可な りに 精確な、 純粹な アイ 

ヌ 文章で ある。 譯を缺 如して ゐて、 尻切れに なって 止んで ゐ るの は 惜しい ことで ある。 試みに その 冒頭 を逐語 的に 譯 

出して 見るならば、 『わが 兄、 (この 次に 原文 今 一 句 「わが 姉」 が 明らかに^ 落して ゐる) 又な き 養育 をして くれて 我 

が 育って ゐた。 折節、 に 聞いて ゐ たこと は、 石 狩び と (石 狩の $1： 長の こと) の、 三人 兄弟と、 一 1 人の 妹 は 11 鈹 (註- 

シャ マ 一一 ズム のジ ャ カウ 鹿の 皮 を 張った 片面の 太鈹) の 加護 ある 畏 るべき 人々 で、 石狩ぢ ゆうに、 その 名が 立って ゐ 

ると、 我等 は それ を 聞いて 暮らして ゐた。 ある 時、 吾々 を 請 待す るた よりが 來て、 我が 兄と、 我が 姉と が、 家人 を 具 

して、 酒宴に 行った。 毎日 待て ども 歸 つて 来ぬ。 折節、 驚くべき 噂が、 飛んで 來た。 それ は、 かう であった。 云々』 

と、 石 狩で 石 狩の 人々 が、 兄と 姉と に 云 ひが \ り をつ けて 紛爭を 起こし、 大勢で 猛烈な 戰を 始めた と 開き、 父祖 累代 

の 武器 を 身に つけて 救 ひに 赴く 武勇 譚に 成る のであって、 辭 句が 簡單 では あるが、 さながら、 渡 島 筆記の 一 つの 淨瑠 

緒論 アイヌ 文學發 見の 歴史  七 


アイヌ 夂 M チ  八 

璃と ：2 じ 物 らしい ので ある。 

明：！ ^ に 入って は、 十五 六 年の 交北 海道 屬、 故 永 田 方正 氏の 筆錄 並びに 邦譯 にか i るュ ，- カラの ー篇 が、 古い 東洋 擧 

藝雜 誌に 祸 げられ たこと があった。 此が 短い ながらに、 邦人の 手に 成る 唯一 の アイヌ 文舉の 見本で ある。 西洋人で は、 

ジ " ン • バ チラ ！■ 師に 『アイヌ 民譚の 標本』 と 題して、 日本 アジア 協會で 一 八 八 八 年と、 翌八九 年 及び 九 二 年の 三囘 

に發^^されたものがぁって、 各. >  その 年の 會 報に 載って ゐる。 最初の 一から 七に いたる 七 篇の歌 は、 所謂 蝦夷の 長 

(或は 祭文) と 呼ばれた 稲 類の もので あり、 七から 十までの 四篇は 所謂 蝦夷 淨 瑠璃、 卽ちュ ー カラの 一 段物 或は 二 段 

物の 小品であった。 口  ！• マナイ ズ されて、 さすがに、 發音も 劃期的な 精密な 寫し 方に なって 來 たこと でも あり、 その 

卜；、 全部に 英譯も 添 ひ、 腳註も 添うて ゐ るが、 時代が 早かった だけに、 今日の 目から 見れば、 第一 に 散文 視 して、 全 

然 絞け i^-" きに、 フ ー トも 何も 見えない 取扱 ひ 方 をされ てゐ たこと が、 誤りで あつたし、 第一 一に、 全部が 皆 第 一 人稱の 

叙述で あるの を、 中には、 人稱 形に 對 する 文法 上の 理解が 足らなかった 爲 めに、 譯文 では、 人 稱が區 々で 話說の 筋が 

迎ら なかったり などす る 憾みが ある。 

以上が、 私が 此の 研究に 取り か X る 以前に 成された 業績の 概觀 である。 

.  滅び 行く 原始 文學 の現狀 

し 乍、 アイスの 部落に 流傳 する 大小 様々 の詞曲 及び 物語の 類 は、 決して この 程度に 止まる ものではなかった ので 

ある" 散文の 昔話 (uwepeker) でも、 <：5 の 談話の 語と はや、 遠った， 法で、 丁ぃ 正の 型が あり、 朗讀體 に 語られる も 


のであって、 祌々 の 昔話 (wamui  uwepeker) と 人間の 昔話 (Ainu  uwepeker) とが あり、 大小 長短、 私の 採錄 した 

だけで も、 数千 語から 成る もの 五十 餘話、 筆錄し 得なかった ものが 百 話に のぼるが、 固より まだ 十の  一 二に 過ぎない 

ュ I カラ 

であらう。 全く 節附 きで 歌 ひ 出 でられる 詞曲 (.Yukar) にも、 神々 の詞曲 (Kamui  yukal.) と 人間の 詞曲 とが あり、 

通例 此の 後者が 犟にュ ー カル 或は ュ ー カラ (Yukalo と 呼ばれて ゐる。 神々の詞曲の方は內容が：^仰上の說：^?で、 一 

篇 一事 を說く 簡單な 結構で あり、 小 は 二三 十 行の 小篇 から、 大は數 百 句 或は 數干 句に も 及ぶ 長篇 まで、 これ 亦 怖 謡せ 

られ る總數 は、 概算 も 立たない 程で あるが、 私の 完全に 筆錄 した もの だけで も 百篇を 下らない。 S ゆに ュ.' カラと 呼ば 

れる、 人 問の 英雄の 武勇， 譚を i; ふ 方 は、 短く とも 千.？ . 1 一千 句、 長き は 六 千 句 • 七 千 句、 更に 一 萬 句 以上に も 上る も 

，のが あり、 往々 六戰の 曲、 八 戰の曲 或は 十戰の 曲な ど 云 はれて、 六 段. 八 段 • 十 段な どに 分れ、 ^物の 形 を 取って、 

幾つ もの 物語 を 含んだ、 席 犬な 長篇 があって、 之 を 歌 ひ 出 づる時 は、 往々 ー篇で 夜が 明けて しま ふので ある。 それ 故 

に、 本當の 雄篇に なると、 ー篇 でも、 演奏者の 口から 全部 を 蒙 錄 する こと は、 容易の 業で ない。 爲 めに、 これまで n 

頭の 傳 承に 任されて、 忘失す るが ま- - 滅亡の 岸を迪 りつ- - あつたの である。 

華 者の 手に 筆錄を 完成せられ たもの、 明治 卅九 年の 夏、 日 高 國沙流 郡、 平 取 村の カネ 力 トクから 得た 「首 严は*  ^ざ 

いたどり まら  あしまら  くさ ひと かた 

かな」 を 始めと して、 大正 二 年、 同じ 沙流 都の 紫雲 古津の 盲人 ワカ ルバから 得た 「虎杖 丸の 曲」 「葺 丸の 曲」 「莉 靈 

にくぐ しいく さも P がた w  、 

の 曲」 「八つの 肉串戰 物 語」 「川口び と戰 物語」 「小さな 脚の ある 耳環の 曲」 「金 獺 記」 「紅 焰，： ：： 焰」 「惡 夢の 曲」 W 下 

八 「日に 至る までに、 凡そ 題名の ある もの 四十 篇、 無き もの 四十 篇に 及び、 猶、 名のみ を 聞きて 木 文 を筆錄 せざる もの 

十 數篇、 た t 演奏す るの を 間いて 題の 詳か ならざる もの は その 數を 知らない。 伍し その 內に は、 ュ ー カラの 變 稷 のハ 
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ゥ. サコ ：！ ベ . ャィ- ラブ 各 * 數篇、 外に 樺 太の ハウ キ十 數篇を 含む。 

別に、 神々 の詞 曲から 發 達して、 これが 英雄の 詞曲を 構成す るに 至る 階梯に 立った ものら しい 聖傳、 卽ちォ イナ 

(oina) と 呼ばれる 中間 形の Si ひ 物が ある。 此は從 來殆ん ど 知られなかった ものであるが、 アイヌに 於て は、 その 宗 

敎 上の 重要な 歌謠 であって、 祖神ォ イナ カムイの 自ら 歌 ひ 遺した 聖訓 であると 信じられて、 この 神の 戰功 を內容 とす 

る 長大な 美しい 歌曲で ある。 此は、 さう 數 多く ある もので は 無い と 云 はれる。 その 最も 神秘な 長篇 で、 ォ イナ カムイ 

の 神統を 物語る 一 篇は、 特に 祌傳 (Kamui  oina) と 呼ばれる。 又 最も 雄大な 日の 神 を E 魔の 厄より 奪還して 世 を 常 

問の 中から K: び 光明 界に救 ひ 出す ー篇 があって、 大傳 (P01.0  oina) と 呼ばれて ゐる。 その他、 神々 のュ ー カラの 內 

特に ォ イナ カムイの 自敘體 に 述べられて ゐる 物語 を 廣くォ イナと 呼んで ゐる 地方 もあって、 私の 筆錄を 完成した もの 

だけで も それらが 十 數篇に 達して ゐる。 

そのほか、 S 準に 歌と いはれ る もの X 中には 古老の 演 する 酒 歌 (sake-llau) ゃ靑 年男 女の 口癖に 歌って ゐる愦 歌. 俚 

哞 i の 類 も ある。 一： 儿來 アイヌの 歌に は、 意味の 無い 單 なる 昔 群 を 繰返しく 高 聲に揚 抑す る だけの もの も ある" 酒席で 

老人の やる 酒 歌 も その 類で あるが、 通常 アイヌの 俗に、 「ひとつ 歌へ」 「歌 はうよ」 と 云って 互に 演出す る 所謂 歌 は、 

往々 にして 乂 やはり それだけの ものに 過ぎない ことがある。 稱 して シ ノッチ ャ (sllinotdla) とい ふ。 「遊 曲」 の 意味 

で、 審赏は 節. 曲調と いふ ことで あるが、 同時にう たの 意味になる ので ある。 但し、 これ を 反復して ゐる 間に 偶，' 心 

に 浮ぶ ことがあり、 その 事 を、 詞 にして この 昔 群の 合間々 々に 投げ 人れ て、 卽 興の 歌の かけあ ひが 往々 期せす して 實 

さに る。 この に は、 この 昔 群が 宛然 折返 £efraill) となり、 且つ 昔 群の 曲調が その 詞の 曲調と たって 歌が 進行す 


るから、 意味から は詞が 主で 音 群 は 形式的な 無駄に 過ぎない けれども、 曲調の 方から 云へば、 却って この 昔 群 その も 

のが 基底に なって 歌 全體を 動かして 行って ゐる。 これらの 無意味な 音 群 も、 起原 的に は 或は 意味が あつたか も 知れな 

い。 酒 歌の ゥ ェ ー ゥ r 一  ー と 聞こえる 昔 は、 熊の 樣な聲 で、 實 際に 熊の 神が 自叙 體に 物語る 神 謠 の 折返 はゥ - 1 ゥ よ； 

である。 シ ノッチ ャ によく 皆の やる ホレ ー ホレ 1* ホ， I レ ー、 ホ ー レン 十 ー、 ホレ ー の やうな の は、 いざ^^と い i 

やうな 催し 立てる 間投聲 でもあった かと 思 はれ、 今一 つのよ くやる ャ イシ ヤ マ、 ネの、 ャ イシ ャ マ (Yaishama) は、 

「まねる」 「描寫 する」 「表， IZ する」 とい ふ 語であって、 歌 者の 心 を 表現す る 意味だった かと 思 はれる。 古來數 多の ァ 

ィヌ 婦女子の 悲しい 境遇 を 表白した 抒情の 歌が、 この ャ イシ ャ マ、 ネ、 ナを 折返に して 村々 に 無 數に歌 はれて ゐる。 

時 こ は ホレ、 ホレと 交. -Is 錯 して 折返され る こと も ある。 兎に角、 人間の 歌 卽ちシ ノッチ ャは、 この 形式で 歌 はれる 

ものと なって、 到る 所、 個人の 特質で 曲調 は 各 ~ 分れる が、 皆 この 同じ 昔 群で 繰 返される 無数の fSi を 有して ゐ る" 

これら 俾謠の 採集 は、 今日まで 餘り 重き を 置かれなかった 爲 めに、 殆 んど發 表された 研究が 無い。 舊ぃ雜 誌 「アイス 

研究」 に、 吉田厳 氏が 寄せた 二 篇のャ イシ ャ マネ は、 殆 んどャ イシ ャ マネの 代表的な ものであって、 そして 殆んど 唯 

一 の發 表で ある。 私自身に は、 まだ 特に 骨折って 此を 集めよう とした こと は 無い が、 自然に 二三 十篇 は記錄 されて ゐ 

るが、 聞いて 記錄 しなかった もの k 方が 遙 かに 多い ので ある。 

チ リ ユキ Z  ,  ；  J  L 

以上の 內、 今日まで 單 行書と して 刊行され たものに は、 アイヌの 才女、 故知 里幸惠 の、 「アイヌ 神謠 衆」 か ある、 0 

母の 口から 採集した 神々 の ュ ー カラの 記録で、 アイヌ 自身の 手に 成った アイス 文舉の 唯一 の文獻 である。 策 者の 乎に 

成る もので は、 樺 太の ハウ キの 假名 書きへ、 對譯と 脚註と を 施した 「北 蝦夷 古謠 遣篇」 、日 高の オイ ナ 及び 神々 のュ ー 
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カラ を HI マ 字書き にして 對譯と 脚註 を 添へ た 「アイヌの 聖典」 が あり、 アイヌ 文舉の 全般に 亙る 說 明と、 ュ， "カラ 

の 原文 對譯に は、 又 筆者の r ュ ー カラの 研究」 (一 一冊) が ある。 

最近 發 見の 「小 傳」 

神々 の ュ ， 'カラ は、 神々 の 起原、 祭祀 • 行事の 濫觴、 その他の 說明說 話であって、 間々 美しい 傳說の 小品 を 成して 

ゐる ことがある けれど、 信仰と 岡く 結合して ゐて、 未必 しも 純然たる 文 藝とは 見られない。 その 內、 主神 アイヌ ラッ 

クルの 2: 叙 體の說 話で ある オイ ナを 通して 發 達した 人間の 英雄 說 話の ュ ー カラに 至って、 始めて アイヌの 文舉が あら 

はれた ので あるが、 部落 生活の 間に 於て は、 勿論 尙 その 事 實は、 本 當に實 在した 歷史の 如くに 考 へられが ちで、 全然 

^作者の 空想より 出た 作品 視 される ところまで は 來てゐ ない。 それ故に ュ ー カラの 演奏者 達 は、 どこまでも、 た^^前 

代の 古老より 傅 承して 演奏す るまで あって、 自ら 意識的に 創作す るので はない。 然し 乍、 一語 も逮へ じと、 神々 の 

ュ ー カラ 及び オイ ナを 敬虔に 傳承 する 場合と は、 心理に 於て 多少の が ある もの、 如く、 智巧 ある もの は 布衍し、 或 

は 美しく 補^す るな どい ふやうな 加工の あり 得べき こと は 疑ふ餘 地がない。 部落の 人々 の ュ ー カラ 人 を品險 する の を 

聞く に、 ワカ ルバ は 一一 H 紫が 丹念で ソッ がない、 コ タン ビラ は あっさり 語って わかりが よいな ど、 或は 聲を 以て 喜ばれ 

る もの、 節 を 以て 名 ある もの、 ュ， I カラ 人に も 得意が 色々 ある ことが わかる。 卽ち 中には 簡約に 演じ 去る もの、 委曲 

を盡 して 詳 かなる もの 等々 の 差が ある こと を 知る ので ある。 して 見れば、 宗敎說 話 ほど 拘束力が 無く、 それだけ 個人 

の 才^に w:^ されて ゐ ると 見なければ たらぬ。 そこに 创作 衝動の 働く 十分な 餘 地が あり 得た 害で ある.^ たぐ 未^ 社會 


に 於て は 個性の 發 達が 少く、 依然として その 作品 は 社會的 * 民衆的で ある こと を脫 せす、 どうしても 類型的で ある 所 

以 である。 されば、 ュ ー カラ は、 文藝 的に 進出した とはい へ、 藝術 的に さう 高く 評惯 され 得る もので はない。 寧ろ こ 

の 點 に 於て は、 なまじ ひな 個性の 働かない、 全く 俥統 的な、 純宗敎 的な 說 話の 方に、 より 犬なる 原始的 興味 を 感じる 

ことで ある。 

この 意味から と、 今一 つに は、 祌々 のュ ， 'カラ 及び、 英雄の ュ I- カラ はこれ まで 諸 書に 大概 を 述べた から、 こ k に 

は、 全く 新しい 發見 にか k る、 神々 の ュ ー カラと 英雄の ュ ー カラとの 中間 階梯 を 爲すォ イナに 就て 少しく 新しい 紹介 

を 試みて 見ようと する ので ある。 

.  『小 傳、 西 浦の 神』 梗槪 

R 高地 方の 聖傳に は、 其 中に 神 傅 及び 大 傅が 他の 逮傳の 中に 特立して ゐ るが、 膽振 地方に はォ イナに 大傅 (P01.0 

cina) と小傳 (pon  oina) が對 立して ゐる。 この 濱繽 き隨ー の傳承 者、 幌 別の 老 姬 金 成 モナ シノ ウタが 十 年 前の 祭の 

夜に 終夜 これ を演 m する の を 聞いて 驚嘆した が、 筆 錄の機 を 逸して 遂に その ま k になって しまった。 偶.' モナ シ ノウ 

クの 長女、 ィメ カノ 刀自が 之を傳 へて ゐる事 を 確め 得た ので、 刀自が u 1 マ 字 を 知って るの を 幸 ひ、 私に 代って 私の 

帳面へ その 傅 承す る ま i をべ ンで 書き下して 貰った U 長い間 か i つて 出來 上った の を此頃 護んで 見る と、 大體の 筋 は、 

大正 四 年の 夏日 高の 新 平賀の H テ アン マから 筆錄 した 所の、 ォ イナ カムイが アン ルル ンカ ムィと 偽って 里 神の 妹 を 妻 

つ まま i-v 一 

訪 ひし、 幌！ 1^ 嶽の嶽 神と 女 を 競 ふ 妻 求 傳說に ほかなら ない が、 巧拙 • 精粗 同日の 論で はなく、 渑然 たる 好 侗の突 文？ S 
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である。 アイヌ 文事の 代表的な 名篇と 推して 差 支がない。 今迄 之 を精讀 せす にゐ たのが；？^ に 取って 遲 過ぎた 憾みが あ 

る。 八：' こ.^ にこの ー篇を 梗概す る 所以で ある。 

アイヌの ォ イナ カムイ は、 我が 國の 大國 主の 様に 色々 な 妻 求 傳說を もって ゐる。 中で もこの 里 神の 妹 を 求めて 得る 

物 li は 最も 生彩が あり、 その 點に 於ても 確かに 代表的な ものである。 アイヌの 里 神と いふの はコ タン • コ 口. カムイ 

-1: セ カムイ 

(「村 m を領 おする 神」 の 意) で、 神々 の 上位に 位する 所謂 重い 祌 である。 この 神 は、 人界へ 出現して 人間の 目に 觸れ 

コ タン n 口 カムイ 

る 時には、 大， 暴に 身 を 現じる と 信じられ、 アイヌ は、 森で 大 梟の 聲を聞 くと、 里の 神の 聲 であると 云って 畏れ 愼む習 

キム ン カムイ 

はしが あり、 嶽の 神なる 熊に 對 すると 同様、 その 仔 を 捕獲す る ことがあ ると、 濫に 飼養して —— 尤も アイヌに 云 はす 

と、 養 宵して 11 成長した 後に、 盛んに 祌 送りの 行事 を 執行して 祭を營 むこと をす る。 

水 篇 のみなら す、 アイヌの 文學 に、 里 神の 日頃の 動作 を 叙述して、 特に、 臉をパ "と 閉ぢ、 。ハゾ と 開く と描寫 する 

の は、 ，：iA を^ 宵して n 架した 經驗 から、 この 神の 風貌 を 躍如たら しめて ゐる ものである。 

第一 段 發端、 生 立の 條 

此は 全篇 M 祌の 妹祌の 自叙 體の說 話で、 まづ 第一 段 は、 里の 神なる 我が 兄 神と 姉 神との 手に 我 は 大事に 愛育せられ 

て 無 js^ に その 日 を 送って ゐ たと 語り 出で る。 

n も 神 は、 いつも まぶた をパ ゥ チリ 閉めて ゐ るが、 姉 神 はいつ もく 刺繍に 脇目 も 振らす 夢中に なって 居、 家の 横 座 

ほ. ^ ね 

に は、 神^の^ 金の 行 器 や 黄金の 手箧が ぎっしり 詰まり、 资 器の その 光で 下が 明るく 輝き、 上の 方に は、 本 常の 首領 

の 佩く 金 造りの 太刀が 幾 柄 も 幾枘も 厳めしく 懸かって、 數々 の 房が そよ くと 榣れ ると、 家の 中に 白雲 *黑 雲が 湧 


いて 部屋の 中 を いっぱいに 立ち 罩 める。 晚 になる と、 これらの 寶の 黄金の 光 や 容器の 蒔綺の 光りが、 蹇の 様に SJi 內を 

あかるく 照らし 輝いた。 (中略) 

姉 神の 手づ から 製した 刺繍の 衣が 段々 數 重なって、 衣桁が 上の 析も 下の 桁 も撓む ほどに 富み、 その 表から は 神々 し 

い 光が かぐや かに 射し 延へ るので あった。 

むかう ざ ( 一)  (二) 

我 は 毎日、 向 座に 這 ひすり 廻って、 灰 を 立て X は 上座の 方へ とばし、 下座の 方へ とばして、 ひとり 遊び をして ゐ た。 

■  (一一；)  S 

口 が 暮れる と、 灰の 中から 起き 上って 婶 神の 肌へ もぐり 込む。 姉 神 は、 つく 息 を も 私の 爲 めに 折半し、 心臓 を も 私の 

爲 めに 折半す るば かりに 私 を 可愛がった。 

その内に 我 は渐ぅ 成長した U 成長す るに つれて 我が身から も 光が 射し 延へ、 ほい 露が 常に ま はり を 立ち罩 めた。 姊 

神が、 柔ぃ布 を 出して 我に 與へ ると、 それ を 大きな 袋に 造り、 小さな 袋に 造り、 姉 神に 示す と、 まあ、 上手 だ こと、 

と 褒める かたはら、 何やら 變 つた 昔が する のに、 いぶかしく 差し 舰 いて 見る と、 姉 神 は 息を殺し てく すく 笑って ゐ 

る。 我 腹 を 立て、 肩 を ゆすぶり、 足 をば た/ \ させ、 はて は 大聲を 出して、 泣き わめき、 泣き あばれる。 すると 何時 

でも 姉 神 は、 自分の 頭 を 叩いて 『お X、 こんなに 上手な の を、 何 わたしが 笑 ふ もの か。 下女た ちの 报 舞が 可笑しく つ 

て それ を わたしが 笑った の だ。 泣 くんで はない。 さあく も 一 つ： g へて 頂戴』 云 ふま-. に、 我 はすぐ に 釣られて、 喜 

ん でし まひ、 叉 別の 袋に 懸命に か i つた。 

(五) 

もはや 一人前の 少女に なって、 女の 機 衣の 紐 を 胸高に 緊 める やうに なったら、 彌 しに 光 を 添へ て來、 あれほどに 

拙かった 縫物が、 表より 神 雲が 立ち 舞り、 姉祌が 小手 打騎 してす かし 眺めて 驚嘆す る 様になり、 我が 造る もので、 上 
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の 桁 も 下の 桁も捷 むば かりに 衣析 がな つた。 

兄 神 は、 例 の^を 閉ぢ て、 た^ 食事の 時 だけ 明けて 居た が、 ある 日、 パ ゥ と^^を開ぃて我へ面てを上げ、 にこく 

笑って 打ち 眺め、 數多 たび 額いて 見せて、 さて 云 ふ 様 は、 『はや 御身 も、 夫 を もた すに 居て はいけ ない。 幌 尻の 里の 謹 

りの 神 は、 御身と は、 襁褓の 上から、 親と 親との 約束した 仲で、 その 神の 襁褓の 半分に 御身 を 育て、 御身の 襁褓の 半 

分に 彼の 祌が宵 てられた" 又 御身の 耳輪 を 彼の 神の 耳に、 彼の 神の 耳輪 を 御身に と、 互 ひに さう して 育って 來た 御身 

達で ある。 扣 添うて、 立派に 暮らす がよ い。 それに 叉、 よき ひとが、 永く 逢 はすに 居て は、 惡 神の 邪魔が は ひる もの 

で、 幌：： ^の 神が、 n 十く 御身 を 見たくて ゐ るの だから、 一等 先に 御身 を 尋ねて 來る であらう。 來 たら、 若い者 同志で 逢 

ふ 様に、 この (糸の 後ろに 御身のう ち を 造った から、 今日から 其處へ 行って 居る がよ い。』 云って又兄神は^^を閉ぢた。 

『夫と 云って 何の ことで あらう。 立派に 暮らせと 云って、 どう すれば 好い ので あらう。 今迄 こんなに 可愛がって 下 

された：^ 祌 • 姉 神と 分れて 獨り 住んだら、 どんなに 淋しい ことで あらう』 と、 悲し さに 淚が こぼれた。 姉 神の 云 は， e 

るに は、 『我が 妹、 泣 くんで はない。 ^の 家と 云っても 遠く はない。 御身に 逢 ひたくな つたら、 いつでも すぐ 行く から 

ひれ くこと は 無い。 さあお 出で』 いはれ て、 『今迄、 兄 神 • 姉 神のお 蔭で 姬と 育って 來 たのに、 ilni に叛 いて は 罰が あたる 

であらう』 さう 思った から 起ち 上った。 姉 神に 乎 を 取られて 外へ 立ち 屮 I でる。 見る と、 小高き 丘の _5 に、 黄金の 家に 

金の is- 根 を 取 廻した 立派な 我が家の 後ろに、 屋の むね を びんと 跳ねた、 家の 腰の きゅっと 緊 まった さ  >- やかな 善い 

{.^^がぁり、 そこから 煙が 立！：^ つて ゐた。 軒下に 人り、 贅を 垂らした 戶 n をす るりと 人って 中 を 見る と、 驚くべし、 さ 

さやかな 〈秋の. z: 部 は 程よ き齊、 程よ き 家具です つかり 飾られて あり、 黄金の 床が なめらかに 敷き 設けられて 好ましと 


も 好ましい。 爐には 焚火 も 燃えて ゐる" 姉 神が 本 座に 我 を. 坐ら せて、 何 くれと 我 を さとし 訓へ、 我が^ を 懇ろに 抻； で 

さすって 慰めて、 さて 出て 行って しま はれた ので ある。 

(一) アイヌ の 家 は 大きな 爐を 中心に 主人の 座席 を 右 座、 その 向 を 左 座 また 向 座と い ひ、 入口の 側 を 下 (をん なわら ベな ど 

の 席) 、奥の 側 を 横 座 また 上座 (常 は 明けて おく 神聖な 席) とい ふ。 

(二) アイヌの 古俗、 嬰兒は 着物な しに 裸 形で 育ち、 常 は 爐ぱた を 這 ひ 廻して、 時には 灰い たづら をして、 足な ど (時には 冗 

たぶ 半分ぐ らゐ) 灰 まみれに なって 育って ゐた。 

(三) 東奧 にも 見う ける 事で、 嬰兒 は、 裸の ま、、 肌へ ぢ かに おんぶ をす る。 出し入れ も簡單 で、 あた、 かで も ある。 

(四) たんと 可愛がる 意。 あまり 可愛がって 息をつく の も 十分つ けない 程、 心臓 も その 爲 めに 牛 分 成って しま ふお。 

(五) アイヌ 婦人 は 肌 (殊に 乳房 ) を 人に 見られる のが 厳肅な 禁忌で、 乳 が 高く ふくれて 来る年 から、 特別の 襯衣 をャ S る。 

前が はだからぬ 様に 総 ひ 合せて 裾から 被って 着て、 あとで 首の 根元まで、 襟 を 左右から 紐 又は ボタ ンで 合せろ もの。 

まら ラど がみ 

第二 段 客祌 

それ 力ら は、 いつも 我がす る わざの 刺繡を 取り出し、 それに 心 を 込めて 我 を 忘れて ゐた。 はや 喪 F りも呈 過ぎた 《^、 

ふと 兄 神の 家に、 どうした 事 か、 人の 笑 ふ聲、 話し 聲が 美しく 響き、 兄 神が それに 應 へて 叉 笑 ふ聲、 話す 聲が 時なら 

す 聞こえて 來た。 • 不思議に 思って 居る と、 姉 神が 入 つ て 見えて 云 はれる のに は- 『御身 を此處 へ 連れて来て . ると ぢ 

きに、 一人の 客 神が うちへ 見えた。 その 祌の云 はれる に は、 『我 は 西 浦の 神の 家來 だが、 方々 廻り 歩いて ゐ るから、 何 

處 にえら い 神， が 居て、 何處 にいく ぢ 無い 神が ゐ るか を 皆 知って る。 今日は 石 狩 を 通って 此處 まで 来たが、 此處に は 雄 
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神が 居られる ので、 撣 ながら、 たぐ 暫くで も、 神の みあら かに 休んで、 尊い 神と お 話が して 見たい。 徒然の 折 は 令 後 

また 寄って、 神と 四方 山咄 がしたい の だ、』 と 云って 見えた。 兄 神 は 非常に 喜ばれ、 『では 二三 日 休んで 下され。 些少 

なりと 酒 を 造って、 飮 みながら ゆっくりと 咄を樂 みたい』 『いや 唯 一寸と 思って 寄った の を、 それ は 有難い』 兩方 嬉し 

がって しまって、 それから、 兄 神 は 私達に 云 ひつけて、 うちで 酒 を 造った。 處 がどう も 自分で 西 浦の 神の 下僕 だと 云 

はれる が、 姿を见 ようとす ると、 何だか 靄の 中に 神々 しい 光りが きらくび かくして 能く 見られない 神 だ。 どうい 

ふ 素性の かた か、 物言 ふ聲、 笑 ふ聲が 迚も 美しい から、 畏 るく 仰ぐ けれども 靄の 爲 めに 裾 半分 も 見えない。 た f 聲 

を 聞く だけで も、 きっと 御身 も 嬉しから うと 思 ふ。 どうかす ると、 神の 下僕な どで は 無く、 えらい 神が 兄 神 を かつい 

で られ るの かも 知れない。 西 浦に、 神の 家来で、 彼方. 此方、 國を 廻る ものが あると いふ こと はま だ 知らない" だ 

が、 お _^』 で 酒 を 造って、 お 酒が 飲まれる。 た f 自分 ひとり、 神 を 見て 御身に 見せない のが 可愛 相 だから、 一寸 知らせ 

に來 たの だ』 と 云って 出て 行った。 

不 m 心議な ことに 思って 二三 MI 立つ。 どうい ふかた であるの か、 夜も晝 も、 話し 聲笑ひ 聲が家 を 透して 聞こえて ゐた 

が、 夜に なって、 姊 神が、 酒宴の 装束 をして 耳に は 耳環、 胸に は 佩 玉 を 垂らし、 いと V その 額が 神々 しく 輝いて 見え 

た 0 にこく し 乍ら 云 ふ 様 『兄 神の. & しっけに は、 西 浦の 神の 家来と 自ら 云 はれる 直い 神が 遊びに 来られ、 酒宴 を設 

けて ゐ るから、 來て 御身に も 御酒 を飮 みなさい と. &し 付かった の だ』 と、 聞いて 羞 かしく 嬉しく 姉 神の 背に つぐいて 

兄 神の の 敷-居 を^ぎ、 畏れ 虔 みながら 入る と、 下座へ 姉 神が わが 手 を 取って 坐ら せた。 

兄 神 は：，^ 实 の禮裝 をして いど、 常に も增 して 美しい。 乎 をのべ て、 下座の 我が 頭 を 懇ろに、 久しく 逢 ひで もしな か 


ゥ たもの 、如く 接き 撫でる。 {汆 い つばい の wf^;t  . 姬 神の 客が、 横 座に 長い 酒 筵 を 張って ゐる。 畏るく 打 れば、 It: 

器の 眞 後ろに、 本當に 叢雲 をた ちな びかせ、 神 光さん くと 輝く、 その 中から、 神 語と 笑ひ聲 と美し く 響く のに 感嘆 

した。 姊神 は、 起って 实 席の 間 を あちこち 立ち 廻って 酌 を 取り、 男 神た ちは樂 しい 酒 を獻酬 し、 女神 達 は 舞 ふ • 歌 ふ、 

踊る。 酒 突 は 今し 酣 である。 

その 時、 行 器の 3 興 後ろから 神の 聲が 美しく 響いて、 『いざや 里 神、 少し 願が ある。 御身の 末の 妹に、 fK.^ ら たぐ ；螯 

を さしたい。 神 奴の 身で 靈を さす も失禮 だが、 た f 一  證を さして は、 惡 からう か、 好から うか。 悪かったら 遠慮なく 

云って 下されたい』 と あれば、 兄祌、 からく と 打 笑 ひ、 『これ はしたり、 昔から 神で も 人間で も、 盞を さす こと は禮 

儀な 苦。 何で^が 否み ませう ぞ。 たぐ 有りが たいだけ。 さあく ー盞 なり、 二 なり、 三盞 なり、 下の 妹に^ を さし 

て 下さい』 と、 事も無げにから くと 笑 ふ。 『如何 さま、 人間で も 神で もす る禮 では あるが、 神 奴の 身で、 概 神の 妹 

へ盞を さす こと 憚 あり、 それで 伺った 次第。 有りが たう。 では 御 首 葉に 任せ、 見て 居られる 神々 の 前で、 Ef 神の 妹へ 

盞を 上げよう』 云 ひつ i、 や i あって 再び 神 語が 美しく 響いて、 『さあ 里 神の 末の 妹、 失禮 だが 私の 盞を 受けて 下さい リ 

御身の 聞かれた やうに、 御身の 兄 神が 承知の 上 だ。』 云 はれる ま i に、 膝行し. て 進む。 見る と、 行 器の 後ろから 人 

の 手で あらう か、 神の 手で あらう か、 餘り 大きから ぬ 手が 靄 を 纏うて あら はれ、 大議 がわが 頭上に 徐ろに 酒な み 

と 差し伸べられて 居る。 盞の 上へ 我 身 を か めて、 畏まって 受け取り、 高く 捧げ 低く 捧げ、 拜 をして、 少し 飲んだ あ 

と は、 自分の 行 器へ 土産に 殘 して、 恭しく 盞を 返し、 それから 己が 席へ 歸 つてす わる や 否や、 遙か 遠い. cL? 山の 上に お 

どろお どろし い 雷鳴が して、 怖ろ しい 神の 次第に 寄せて 來 るけ は ひ、 而も 怒れる 祌の 疾走して 來る やう、 その 風が た 

『小 傅、 西 浦の 祌』 極槪  一 九 


アイヌ， 乂舉  二 〇 

ちまち の. S に、 もう 此の 家の 垣根に はたく と 鳴り ざわめき 立った。 

；: 儿神、 暫 し-耳 傾けて につ こと 笑 ひ、 黄金の 鉢へ 徐ろに 酒 を 移しながら、 我へ 對 つて 云 ふ 様、 『いざや 我が 妹、 我 は、 

祝の 酒を醢 したら、 第一 に幌 尻の 神 を 請 じて 正客に 据 ゑようと 思って ゐ たので あるが、 今日の 酒 は 唯 ほんの 食事 代り 

に 造った さ i やかな 酒 ゆ ゑ、 また 幌 尻の 祌を請 待す るに は、 これ 式の 酒で はいけ ない 故、 それ 故 遠慮 をした ので あつ 

たのに、 やって 來 ると 見えた。 此の 酒 は、 飮 みさし でもなければ、 まだ 何 神へ も 掬んだ ので はない。 お前の 家へ 持つ 

て歸 つて、 幌 の 神 を これで 拜ん で、 そして 御身が 飮 むがよ い』 云 はれる ま. 1 にす ぐ 起って、 その 大きな 余 鉢 を 持つ 

て 我が { 糸 へ歸 つた。 

歸 つて、 洒を 我が家の 資 擅の 前へ 据 ゑて、 爐の火 を搔き 立てる と、 さ X やかな 家の 中が 一 度にば つと 明るくな つた。 

右 1- のわきに、 拜 跪して 髮 のさき を 床に ぢ つと 着けた ま X ゐ ると、 背戶へ 落雷の 音が した。 忽ち 取り 佩く 太刀の 鍔の 

^る 昔が して 入口へ 猛き 神の 廻って 來 るけ は ひ、 やがて、 黉を 垂らした 戶を 引きちぎって かなぐり 棄 てた。 我が 垂れ 

下った 前髮 越に お づ^ \> 見て 見る と、 かう あらう と は 思 ひも 寄らぬ 小さな 身柄に、 きつい 顏、 きつい 面 ざし、 n は 小 

さなお-を 二つ ir へて 置いた 様、 錦 欄の 小袖 を 無雙に 着た 上へ、 神 刀を帶 にぐ つと 差し、 顏 つきぶ りくして、 入る や 

否、 ：』M の 我 を 見守り、 見据 ゑ、 段々 nz を 俯せて、 その 內に 面色 土の 如くに 變り、 n を 結んで 死んだ もの.^ 枝に だま 

り、 段々 きつい 目つ きになって、 右 座へ 上り かけて、 止め、 左 座の 方へ、 床 もと ^ ろに 足 昔 荒く 蹈み 上り、 橫 座へ 行 

つて M ハと すわる 昔が あたり を 鳴りと よもした。 すわる や 否や、 我に 打 向 ひ、 顏を 和げ て 云 ふ 様、 『いざや 単-神の 妹 、今 

小 付 は 神 かたに 酒 {： ^があった らう。 御身 も 呼ばれて 行ったら う。 少しで も 御身が 土産に 幾して 來 はしなかった か。 何 


ぞ土產 酒が あったら、 出して 飮 ましてお くれ』 云 ふに、 ほっとして 直ぐ 起ち 上り、 折 敷の 上に 黄金の^  *  ^ 金の： 洎^ 

を 載せて、 性 の 余 鉢と 一緒に 差 出し、 恭しく 黄金の 譲 を 捧げる と、 差 出した 我が 手の 先から 受け取る ま k に、 大盖の 

上に 渡した 酒 箸 を 漂 はすば かりに 酒 を 注ぎ、 それから 我が 座へ 復 して 坐る ゃ遲 し、 幌 の 神、 そ の^を 上の 梁 を In 掛 

けて 微塵に なれと 打ちつ けた。 さしもの 大襄も 粉な，^ になって ばつと 落ち 散らばる。 幌 1:^ 神風と 起ち 上り、 我が 一如 

の \ ^をぐ いと 摑み、 聲を 荒らげて、 『淺 間し や、 疎まし や、 虽 神の 妹の 阿 魔、 これ 迄、 叉な き 美女、 ，になき 贤し 女と" 

思った からこ そ 幾 山川 を 隔て & 待ち望んで 居た の だ。 だから こそ、 離れて ゐても 仇し 心 を 互に 有た す、 清い 肌身 を^ 

る 我等だった の だ。 それな のに、 我が まだ、 言葉 さへ 息 さへ 掛けす に 居る 間に、 どこの を こ 者、 西 池の 神の 下僕.. 卜 

郞 などに、 善い 神で も ある やうに、 態々 酒 を 造って 引き留める 里祌、 我に は吿げ もせす、 請 じ もせす。 下郎が S^nn5 

浸りに 居て、 女と、 た^^子を孕み設けぬまでにたはれ合ひ、 笑み 交 はし、 互に 飮 みさし を飮 ませ 合 ひ、 あの 下郎と 御 

身との 涎 まみれ • 痰 まみれに なった 酒 を、 誰が 飮 むと 思って、 命の 惜しい ものが、 こんな こと をして ゐ るか。 どんな 

こと を 御身 達が すると も、 諸共に 萬に 一 つも 助かって 居れる と 思 ふな』 さう 云 ひながら、 我 を 振り ま はして、 柱へ 梁 

へ 我 を 載ち つけた。 我 は その ま-. 絶え入った。 それでも 飽きす に、 太刀 を 引 祓いて 滅多 斬りに 斬り さいなんだ リ 我 は 

痛い とい ふ 物の 味の 此が 知り 初め だ。 我が 傷の 頭から、 我が 傷の 末から、 朱の 血の 川が 流れ 下り、 傷の 頭、 傷の 末、 

一度に 樺の 皮の 燒 きち ^ れる やうに 痛む。 痛 さで 我に 歸 つて、 『兄さん』 『怖い！』 我 泣き まろび、 幌！^ の 神の 乎の ド 

から、 乎の 上から、 柔ぃ蔓 の やうに 我な よくと 逃げ か はしつ、 氣も轉 倒して 泣きながら 云 ふに は、 『幌 尻の 神、 御身 

は祌 なれば、 何でも 照覽， あるべき に、 孕まぬ ばかりに たはれ たと は餘り だ。 のみなら す どうして こんなに 斬り さいな 
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まれる ことか。 待って 下さい。 た.^ 一  盞の酒 を 兄祌が 許して 我が 受けた ばかりに、 かう 云 はれよう か』 一- ム へば 幌 尻祌、 

『何 を 云 ふ ぞ。 たはけ て S いて その上に 欺かう とする か。 単-神 も、 神 だと g: ら 威張って 居ながら 汚い こと を 手 傅って 

やる と は 怪しから ぬ』 と、 我 を 更に 外へ 投げて 地面へ 打ちつ け蹈 みに じる。 (眾 も 遠くたって 兑る ものが 二つに 見えて 

來、 三つに 見えて 來て、 それから 後 はどうし たか、 された か覺 えが 無い- j 眠って ゐ たか、 死んで ゐ たか、 我に 返った 

時には、 背戶の 土の 上に、 夜更けの 月の^の 下に、 血の りの 沼の 中に 漂うて ゐ た。 着る 物が 切り裂かれて 繩 束の やう 

に 身の 周りに 落ち 散らばって ゐたリ うら 若い 乙女 子の 肌の、 夜陰で は あれ、 ある まじき 様 を 口惜しく 惱 むに、 氣も心 

も羞 くた つて， 3^ つ 暗た 岸の 穴の 底 深く 倒 まに 落ち込む 樣に覺 えて 眠った もの か、 死んだ もの か、 その ま、 あとが わ 

力ら たかった ^  , 

(一) 行 器は洒 をな み/、 と 盛って 主 • 客の IS に W かれる.^ 正贫 を、 一 1.^  二おう にす わらせて は" 流れる から、 行 《 の e; 後 

ろ はこの =： の 正賓 S 意が ある。 

C- 二) 盞は アイヌで は、 3本の昔の蔡附の大^|でぁる。 大 isg の 1^ に C をつ けて 餘" を その 库の錄 人に 差して 與 へる" 之 をパケ 

シと云 ふ。 「口の 末」 卽 ち 「^み 差し」 の 意味で、 差された もの は 再拜 ニニ 拜 して 受ける ものである。 

(三) 小？ な 行！ * を 用意して 居て、 女 は その 場で 皆 まずに、 それへ あけて 露 9 に みやげに 家へ 持って 蕨る ものである- 

(四〕 洒槽 から 新しく  SI んだ « であって 決して、 像の 神へ さ、 げた 餘" の 酒で はない 意。 

第三 段 誓の 條 

それから， どれ 程 11^ が MU つ こ-二で ちらう。 もの/ \ しぃ聲 が， . ^ありて 我 を 展 ました。 どこが 傷つき、 どこが 痛ん 


だのであった か、 それ も 拭った 様に あとかた なく、 息をつく の も 延びく として 不思議た 思 ひ をしたがら E を 明けた。 

思 ひき や、 我が 〈\A の 中に 高枕 を かひ、 刺键の 着物 を 着せられて、 傷 も 痛 乎 も 元の 艉に囘 役して、 圍爐裡 人が 燃えて ゐ 

た。 良い 藥も飮 まされた ものと おぼしく、 枕元に は 藥鍋も 藥捥も 置いて ある。 酒宴の あった 兄 神の 家に は、 もう 何の 

聲々 も 無く、 た *、 一人 だけの 酒 歌が、 神の 昇天の 様に 美しく 響いて ゐて、 我 は その 聲 によみ 返った のであった。 其の 

歌聲 は、 家 を 透して 昇り、 高直 を 超えて 昇り、 昇り 昇って 天上に わかれて、 半分 は 靑雲を 透して 天の 最高 曆へ 達した 

時に、 歌の ゆく 先き ぐ、 威き 神 も、 た，、 の祌も それに 合せて 舞踏す るの が、 音 もと，、 ろに 響き 聞こえる。 半分 は 取 

つて 返して 人間界へ 降り、 降り 降って 黑土を 透して 冥界 へ 入る 音が おどろ/ \ しく 響き 聞こえた。 歌の ゆく 先々 に は、 

また 祌々 だか、 惡魔 だかが 踊り狂 ふ 音、 夜 見の 國を 鳴りと よもした。 さう いふ 音が して、 その あと 忽ち. I 仝 打 雰れて も 

う 何の 音 も 無い。 それと 共に あの 屋內 の祌の 歌聲も 止んで しまった。 我 は 驚嘆 を 禁じ 得す、 ー體誰 11 祌か、 人 か、 

あの 歌 聲の主 は？ 段々 思 ひ 出して 來 ると、 ー體何 神であった らう か、 旅の 序でに 立ち寄って、 あさましい 暢 の 神、 

裸褓の 中から 行く末 を 約して 育てられ、 蔭たがら この 身 を 無垢に 守って 今に 至った もの を、 聞いた こと も 無い こと、 

何の 「たはれ」 呼ば はり。 跡 方 も 無い 强ぃ 言に 恥ぢ しめて、 剩へ慘 たらしい さいなみ 様。 祖母より 傳 へた、 母より 貰 

つた、 乙女の 肌 を 場 させられ、 何人が 助けに 見えた のか。 恥 かしい。 本當 に、 西 浦の 神の 家来と 名 乘られ たかた が、 

ノーう いふ 素性の かたで あらう。 そよ とも 姿 を 見せ 給 はす、 聲 ばかり、 言葉ば かり を 聞く だけに、 その ー盞 をば、 兄 神 

の 許の 下に 受けた の を、 裸-尻 神の 根に持って 責め 殺す にも、 あの やうた ひどい やり方、 ま \ よ 自分 で^れて 死んで し 

ま はう か、 と 思へば、 西 浦の 祌を、 一目 も 見す じ まひになる のが 悲しく、 泣けて、 泣けて、 心に 占って、 あの 神の 元 
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を あちら， こちらの 里に 求めて 見る が、 少しも 解らない のが 不思議で ならない。 

北ハ の. £,、  { 氷の 側に 人の 歩く 足 昔が^いで やって来た。 女子 だったら 其の 様な け は ひがす るで あらう に、 とお ぼし 

く、 刀の 鍔の 昔が ガチャ リ として、 土 問 を 入って 來る。 怖い。 どんな 人で あらう、 大きく 咳拂の 昔が して 良い 香が す 

とぼ リ 

る。 らして ある 帳 をす るりと 風の 様に そよ がすと 見る 間に、 叢雲が 立ち迷うて、 露の 小山が 光り を 射して 動いて 來 

かしこ .0  0 

る やう。 やっぱり 彼の 神の 家来と 名乘る 神ら しい。 左 座へ 歩み 進んで 正面へ 坐る 昔が 鏘 然と 鳴り響いた。 畏 さに、 臥 

來を 下りて 後へ に 臥.；^ を 押し やり、 爐ば たへ にじり 出で、 立ち こもる 靄の その 中へ 我と 我が身 を 入れて 恭しく 坐り、 

頭 を 下げて 前髮の 端を疊 へ ぴたりと 着けた ま X、 我 は 忍び 昔に す \ り 泣いた。 暫くして 泣き止み、 ぉづ くと 髮の隙 

から そっと 眼 を， 问 けて 屁て みるに、 立ち 罩 めて ゐる靄 を かき 分けて、 ，一 一度 - 三度 は 人間の 姿 を 見る ことが 出來 なかつ 

たが、 久しく さう して ゐる內 に、 驚いた —— その 言葉に、 その 笑聲 に、 又 その 歌聲 に、 大人の 人 かと 思へば さう は 無 

くして、 まだ うら 右い 人、 錦 欄の 小袖 を 無 愛に 重ね、 錦襴の 胸の 上と 裾の 上に は、 ぐるつ と 黄金の 平 金 を 纏 ひ、 平 金 

の 上、 余絲の^^草長くぅねり短くぅねり、 その 面て 黄金の 光さん らんと して、 美 丈の 黄金の 帶を 腰に 卷き、 神 劍を銷 

長に ぐっと K らして 帶に 差した その 手元 腰元の いかめし さ。 黄金の 蓋 を、 紐の 緖强く 顎に 詰め、 蓋の 緣 かけて 差し 现 

く祌々 しい 蘭ば せ は、 今し も 差し出 づる 日輪の か、. -ゃ かさ。 但し、 悲しい 色 を ありく 面て に 浮べて、 何時 迄 も 何時 

迄 も 一 っ處 に：：： を据 ゑて ゐる。 兄 神の 美し さ を 今迄 どこ 探しても 無い ものに きめて ゐ たこと であった のに、 此 はまた 

天上の 神の 一夜に 地上へ 降った やう、 さらく、 神の 家來 では 無 ささう、 勇者と 覺 えて、 眞 勇の 風貌が 自づと 別人で 

ある。 


長い s ？、 さう やって 居て、 神人 はじめて 口 を 開いて、 『いで や 里 神の 妹、 我がい ふ 一一 一一 口 葉 をよ く閉 いて くれ。 さぞ 網，：^ 

は 我 を んで 居よう。 ^し 御身 は 女神で あるから、 よく 我が 心 を 見る だら う。 我 は、 御身と 幌尻 神が 約婚の ある こと 

を 知らす に、 唯！ ー盞を 御身に 差した。 幌尻神 は それ を 妬ましく 思った のなら、 唯.' n で 云っても 解った のに、 我が 

爲に ひどい 憂き目 を 見せた の は 可愛 相 だ。 それで 我が 力 を 以て 御身 を 癒 やした の だ。 ー盞の 故に 怒って 幌，， ^の 神が 汝 

を 殺してから、 我 は、 天上の 神 戰に喚 ばれた。 それ 丈で も 無事に 通れる か、 どうか 解らない のに、 地下の 魔神の 其界 

の 國へも 喚 ばれて ゐる。 賤 しけれ ど 我 も 男子の 端くれで ある。 喚 ばれて、 神の 國 であら-つと 魔の 國で あらう と、 たじ 

ろいで は、 生きて ゐる 間の 恥辱で ある。 だから 承知 をした。 だから 我が 高らかに やった 歌聲を 御身 も 聞いた であらう- 

歌の 行く先々 に 神々 も 惡魔共 も 踊った の だ。 此 から 天上の 神の 戰に 先づ 赴いて、 それから、 若し 生きて 返ったら 冥界 

へ 人ら うとす る。 天上の 戰は 大丈夫 だが、 若しかすると 冥界の 魔神の 戰は、 生きて 返れぬ かも 知れない。 だから 一言 

でもよ いから 御身の 言葉 を閒 き、 我 も 云 ひ、 それから 出来る ことなら、 一 口で も 御身の 手で 煮た もの を 食べて 行きた 

い。 それで 寄った の だ。 若し 冥界で 殺されたら、 一年 立っても ニ年經 つても 背戶を 訪れない だら う。 さすれば 今から 

後 は 逢 ふこと も 出来ない。 我が 死にで もした 時 は、 どうか 克く幌 尻の 神に 仕へ て 仲よ くして くれ。 下僕の 裔、 下司の 

身の 我で も、 若人の 思 ひ 若人の 情 は、 祌 でも 人間で も 知らぬ もの はないだ らう、 だから、 縱令 いくさの にも、 戰の 

隙に も、 御身 をば 忘れ 兼、 ねる。 一 口の 飮 みさし 故に 死にに 行く 前に、 思 ふこと を 皆 御身に 話して、 せめて 共ば かりで 

も、 戰の 勇つ M 力に 持って行 くの だ。 少しで も 御身が 我 を かなしと 思 はい-、 たと ひ 道 は 遠くと も、 我が 北 n 後に 祈って ゐ 

て くれ。 では、 すこやかに、 暖かに して 居て おくれ』 
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云 ひ 終る と共に、 はや 高 i 息 を ふっと 跳り 出た。 まだ 一言の 端 を も 我が 言 はない のに、 た^ 見る だけ、 た^ 聞く だけ 

になって しま ふで あらう か。 我 泣きながら 一一 一 n ふ 様、 『西 浦の 神、 申す ことがあります。 しばし 待ちた まへ。 わたしと て 

も 一言、 物 思 ふ 胸 を 申したい。 わたし 故に 世に 恐ろしい 戰に 51 で耠 ふことの かなし さ。 御身が 死なば わたし も 死ぬ』 

泣き叫べば * 思 ひき や、 どこかで 聞いて でもお はした 様に、 高 意から 神なる 君が 樫の 實の 落ちこぼれる 様に ころがり 

わ^も G, 」 わ ザ 一 も 

人り て、 我が 肩 を 抑へ、 『吾妹よ、 吾 肝よ』 云 ひつ i 我 を 撫でさす り、 我が 頭 を 撫で 給 ふ。 『よく 言って くれた。 我 死 

なば 御身 も 死ぬ と は。 さあく、 御身の 云 ひ 度い 事 を、 戰 ひの 首 途に呰 云って 吳れ。 御身の 言葉 を 皆、 戰の 勇み 力に 

持って行く』 と 云 はれる から、 畏 るく 泣きながら、 云 ふ 言葉 も 途切れ./ \ に 、『若い 直 女で 我 ある 故、 何事 も 兄 神の 

. い ふこと を 唯.'^ くば かり、 一 讓の飮 みさし も、 兄 神の 許しで 受けた のに、 幌 尻の 神が 怒って、 殺す にも 有られ もな 

(ヒ) 

い こと、 ^：右ぃ乙女 • 若い をん なで 我 あれば、 大事に 護る 純い 肌、 純い 胸^、 祖母の ふところ. 母の ふところ を、 ぉぞ 

や、 あら はに されて、 西 浦の 神のお 藤で 生き は 生き たれ ど、 肌身 を 見せ まゐら せた 上から は、 拙くても、 神の 尊の 裳 

( 一 〇) 

称の 末に 侍し、 破れ 蓆の 御 足に ひきから まる 許りの ことながら、 せめて は 水汲み、 薪 を 拾 ふば かり も 仕へ まつる こと 

がかな へば、 死んでの 後まで 嬉しう 存じます。 若き 童女の 身の、 神の 御 側に 入る も 恥 かしく、 誠に は、 縊れて 死に 度 

く m 心 ひましても、 ー冃西 浦の 神の 御顏を 見す に 死ぬ ことの 名殘 惜しく、 どうして 好い か、 生かして 頂いた ことが 却つ 

て めしくな りました. - 其處へ いらして 下さって、 畏る/ \ 好 うく、 見 まつり もし、 伺 ひもして、 悉皆 解りました。 

かう いふお を 兌 奉りました から は、 世界 廣し とも、 私の つかへ まつる 神 は 唯.' 一 つも 外に はあり ませぬ』 長々 と 我が 

、、ふ iB^ を、 暫しは 息 を もせす に 聞いて られた 神の 尊 は、 彈き 弓の^ かる、 様に 雙腕を 開いた 胸 を 我に 投げ、 赤子 を 


抱へ る 様 こ、 子供 を 懐く 様に 我 をし かと 抱き 緊 めて 我が 額の 上へ 接吻し 給 ふ。 『姬 神よ、 我 を 愛する 一一 一 n 薬、 ありがた 

う。 此の 言葉 を戰の 勇み 力に 持って 奮ひ戰 はう。 我 死なば 御身 も 死ぬ と 御身が 云 ふか。 それなら、 一 御身 を 述れて 

戰に 行かう』 云 ひつ- -我 をいだ き 撫で 給 ふ" 我 も 『背の 君』 と 叫んで 神の 尊の 裳の 裾へ 取り， S つた。 

註 

(一) 家 をお とづれ る禮。 入る 前に、 入口に 立って 必ず まづ 長く 咳 一 咳す るので ある。 

(二) 善 い 身 牙の 者は爐 ばた の 座席に、 低 ぃ臺を S いて、 常住 その上に 坐して ゐる。 アム セッ とい ふ 物。 その上へ 病臥して ゐ 

たので あらう。 だから、 下りて それ を 後方へ 押し やった ので あらう。 

(三) アイヌで は、 女 は、 みな 巫女だった から。 女 だから 巫で 皆見拔 いて 知って る だら うの 意。 

(四) 何の 意 かわから な いが、 アイヌ の 古俗、 姦通 は 最も 重 い 贖 (あがな ひ〕 を 科せられた。 大勢に 取り込め りれ た 中で 棍梓 

(儀式に 造 つてあって、 戰の 武器に も 用 ゐられ たも の) で 背 を なぐられる ゥ カラと い ふ 制裁 や、 鼻 を 削られて おさ ホ るな 

ど。 素^の 迫 放 も 贖 ひであった、 その 樣に、 夜 見の 國へ やられる 所まで、 こ \ も 贖 ひの 形式が、 かう いふ 形に 物； お化した も 

ので あらう。 

(五) 原語 はッミ テク ツム (いくさの 力)、 乳母が 自害して、 『此 を戰の 力に 持って 仇 を 討って 來 い』 と勵 ますこと も ある。 所謂 

戰の首 途の血 祭と いふ ことの 意味な ど を 思 ふ。 又 かやう にやさし い 女性の 思 ひ を戰の 力に 持つ とい ふこと も ある。 妹の モ髮 

を 旅の 首途に 持って行く 沖繩の 風習な ど を 思 ひ 浮べる。  * 

(六) 原語 シ ヤンべ は、 心臓の ことで ある が、 常に、 邦語で はキ モと鐸 して 云って ゐる。 アイヌで も、 愛人 を シャ ンべ 卽ち 

heart と 呼びかける 習が あるので ある。 

(七) 祖母と い ふこと は、 親の 母の みならず 女系の 風 を 皆 含めて いふ。 アイヌで は、 男子の 系圖は 男系の み をい ふやう に、 女 
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アイヌ 文舉  二八 

子に ついては、 親 をい ふ 時 女系 をの みい ふ ひ 男 は 男親の 血を引き、 女 は 女親の 血を引く と いふ 考へ 方で ある。 先崇拜 であ 

るから、 大 jsils- な ことにす ぐに 祖先 を 引合に する。 女 は 肌 を 大事に する 語に、 いつでも 祖母の ふところ (肌の こと、 特に 乳 cl^ 

のこと) を 云々 と 云 ひ 出す ので ある。 母の ふところと 云 ひ 重ねて あるの は 互 文 の 緩で 別に 外の 意味が ある ので はない。 

(八) 女 は 絕對に 人の， ハ g に 肌 (特に 乳 1£5〕 を 出さない。 唯一の 例外 は 失で， ある。 だから、 肌 を 見られる と、 その 男の ものに な 

、りなければ ならなかった 古代 信仰 (たと ひ； 大女で も、 漁師の 妻に さへ。 それで 羽衣 傳說の モ ー チ.' フが 生れる) が、 ちょつ 

と玆 に： 鋭 を のぞかして ゐる。 

(九) ^^になると ぃふこと の修辭。  • 

(一 〇) 夫が 敵と 戰ふ 時に、 妻に は 何の 手傳 ひもお 來ぬ。 せめて、 破れ 滞で あれば、 敵が それへ 足 を ひっかけて あぶなっかしく 

してやられる。 _ ^が 夫 を扶 ける 謙辭。 但し、 此の 條に は、 少し 意味が 變 つて、 却って 御 邪魔 をす る やうな ものであると いふ 

謙 辭に使 はれて ゐる。 

第 四 段 天 ^行の 條 

去る 程に- rK 上の 戰に 出で立た うとす る 两 浦の 神 は、 切りに 手 を 以て 我 を 撫でさす り、 揉み かへ し 給 ふ。 いぶかしく 

なって 振 返って 見る と、 か- -る べしと は 思 ひき や、 神の 尊の 手の 內に、 太刀の 手 上の 黄金の 雌 服と 我 成り て X、 そ 

の 余色の 光が、 我が 小さな 家の 中 を 明るく 照り 渡って ゐた。 

：!^ に 至りて、 高！^ を 打ち 透して 出で、 里の 神なる 兄 神の 家の 眞 上で 身を搖 りながら、 大聲に 呼んで (此 處、 大要 を 

摘む) 出で立つ 會釋 と、 妹 を述れ ゆく ことと を、 ことあげ をして 天 {ゃ： へ 舞 ひ 上る。 その 昔 諸 天 も 崩れ落ち るかと 怪ま 

れる。 『戰に 速れ て 行く とて、 人 のま、 で 連れて行かれる ので あったら、 せめて 一人で も 斬って 乎 傅 ふのに』 と n 


惜しく、 我 は、 どうにか しょうと 身 を もがけば、 神の 尊 は 手で 抑へ 抑へ してた ひた 登りに 天に 登って 行く。 雲 illg の 

穴 fi を 六 m 打 透し、 星 居の 签を六 重 打 透せば、 天 門が 晴 やかに 見え 渡る。 門の 兩側を 三人 づ.^ の 奉行が 守って ゐて云 ふ 

事に は. 『西 浦の 神， 石 狩 神の 奴隸 神と いふから、 荒くれ者 だら うと 思ったら、 何 だま だ 小童で はない か。 こんな 奴 隸 

が ある もの か。 まるで 我等の 方の 拜む 神が 地上へ 降った やうな 神 だ。 幌 尻の 神の 妻 を竊ん で、 怖ろ しい 戰を 仕，：^ けら 

れる さう だが 不澗な もの だ。 一人の 童が どうして、 そんな 戰に たまる もの か』 と 半數が 云へば、 半數 は、 『女の子 は 狐 

ち 得た 小 枠の 戰には 脆く、 か！ ァハ ハハ』 と 笑った の も ある。 神の 尊大に 怒り、 刀を拔 いて 振る と 見れば、 六 人の 

神 は 木端微塵に 飛んで、 お 汁の 實を はッ 散らす に 異ならす。 門 を 人る と、 天國の 町が すうと 立ち： a ぶ。 どうい ふ 敵 を 

討つ とて 出かけて 來 た人數 であらう ぞ、 さながら 蟲の 湧く 様な 夥し さ、 物の 具に 身 を 固めた て あ ひが 押し合 ひ 掛し合 

つて ゐる。 幌 尻の 神が 大聲に 『さあ 女盜 人の 馳 落ち 者が 來た。 疾く 斬れ、 早く 殺して しまへ』 と 乎 を 高く： し 仲べ て 

云 ひつけて ゐ る。 

大勢の 向、 はるかに 雲の 橋が か X り、 橋の 上に は 見物の 神々、 威き 者、 弱き者、 夥しい 群が 坐って ゐ、 小 乎 打 し 

て 『何 だ、 大人 かと 思ったら こまかい 童 だな、 赤坊の 様な もの だ。 だが 女 を 取った だけあって 好い SR だ。』 『幌： の 女 

を 奪つ たんで は强 いだら う』 と 口々 に 云って ゐる。 祌の尊 は それらの 言葉に 耳を藉 さす、 刀 を 祓いて 切って 廻る。 我 

も、 せめて 一人で も 斬って 少しも 休まして 上げた く 思へ ど、 仕樣 も 無い。 

併し、 (以下 大要) 最後に は 見物の 神々 が 止め 役に 出で、 天上の 戰は、 豫言 通りに 勝い くさに 終って、 神々 を あやま 

らして、 西 浦の 神が 引き あげる まで、 赏に 長々 と 敍述が あるが 今はぺ ー ジ數が 無い ので 将 略に 附 してお く。 
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(一) 雌 眼. 維跟 とい ふの は 餅 (び やう) のこと、 アイヌ は 之 を 器物の 目 QhikJ- と 呼んで ゐる。 愛人 を 刀 の^に 化して 戰ふ 

話 は、 その ま、 日 高の H テ アン マ の傳 承に も ある ことで ある。 第 六 段 蘇生 の條の 同じ ことば も、 爐緣の 金の^で ある。 

(二) 原； 詒プン キヨ I は、 多分 國 詰の 奉行、 卽ち松 前 奉行. 蝦夷 奉行な どから は ひった アイヌ 語で あらう。 

第五 段 ハ界 行の 條 

さて それより、 西 浦の 人 は、 魚の 引き返す さながらに、 取って返して 天 門 を 出で、 ひた 降りに 降る 其の 昔 轟々 とし 

て 國土も 村里 も-: 朋れ るば かりで ある。 それに 憑 神の 起す 神風 は、 風 先に 大粒の 雨、 大粒の 截を 伴って バラく と 降ら 

し、 林 をう つ 風 鳴り はためき、 地面 をう つ 風 鳴りと よみ、 人 il^ 界 は搖籃 の搖れ るに 異ならす。 神の 尊 は 夜 も 日も戰 

いき ぢ  わる ぢ 

ひて 勞れも 知らす 乎 もま はす、 我 は 唯， - 刀の 雌 眼に なって、 走り 血の 生血 *惡 血の.^ に 咽せ 返って、 息 も 止まり、 氣 

ゅナぶ  よみの くこ 

も 遠くなる。 やがて、 M の 兄 神の 家の 上に、 體を搖 つて 大聲 に會釋 し、 『微傷 も 負 はすに 歸 つた ぞ、 これから 更に 冥 3^ 

へ 赴く 所で あるが、 惡 魔が 澤山 住む であらう から、 歸 りが 幾 月. 幾 歳 か、 るか 解らない。 又 殺されて しま ふか も 知れ 

ない。 生きて 歸 つたら 又 訪ねよう。 何時までも 昔が 無かったら、 冥界の 底で 二人が 死んだ と 思って くれ、 その 時 はせ 

めて： „ ^^ばかりも^ 向けて 下さる であらう。』 云 ひ 終る や、 黑 土の 面て へ、 頭 を 先に 突 込んで、 ひた 下りに 下り 行 

く 昔、 闺 土の』.^ を 鳴りと よもす。 音に 聞く 冥界の 小川の 流れ 下る 様け ざ やかに 兒ぇ 渡る。 川の 兩 側に は、 大きな； i、 

小さな； が 滞 山： g んで それが 何處迄 も何處 まで も 縫いて ゐる。 その上で、 神の 尊が 體を ゆすって、 かう 云った。 『さ 

よみ くに 

あ、 (界に ゐる祌 々だか 魔神 だか、 喚 ばれる ま、 に推參 した ぞ。 起きて か、 つて 來ぃ』 云 ふと、 塚が むく/ \ と 起き 


て 追 ひ 掛けて 来た u 何物で あらう、 人の 形 はして、 男の 姿 をした 者 は、 頭 は卷の 様、 絲筋 ばかり を 止める 檻樓 をドげ 

たもの が、 土の 様な 顔色の 所々 が黑く 斑ら な 斑 を 成し、 幅 廣の搶 に 毒の 弓、 毒の 矢 を 持って、 兑 渡す かぎり 何 處迄も 

何 處迄も 現 はれて 來る。 惡 臭が 烈風の 様に 後ろから 追って 來て、 肝が しら も 肝の 末 も 麻れ てし まふ。 女の 姿 をした 者 

(二)  ァ カム  はへ たは 

は、 頭 は 破れた^の 様、 體ぢ ゆうに よれく の 襤樓を 下げて 房の 様に ゆらく させ、 毒の 餅 を 毒の 奪麻繩 かけて 背负 

つた もの 共、 何 處迄も 何處迄 もむ くくと 現 はれ 出で、 追 ひかけ て來 る。 その 聲は 蚊の 鳴く 様に 入り 亂れ て， おしい。 

さすが 神の 尊 も、 (大要 を 摘む) この 魔 軍に は 散々 に 苦 まされ、 大勢 を いっぱいに 殺しながら 終に 仆れ 伏す。 太刀の 

手 上に 雌 眼と なって 嵌め込まれて ゐる 我の 魂 も、 毒に 惱んで 針の 目 程の 幽かな 意識に なって しま ひ、 終に すっかり 何 

も わからすな つてし まった。 

註 

(一) -e- 詰 はサラ -1 プ、 木の 皮 (一一 カプ) や 草の 繊維 を Ji つて、 絲 にして 編んだ 籠、 或は 寧ろ 袋、 山な どへ 持って行 くもの、 

こはばって ゐ るから、 立てれば ぐに やりと しながら も 立つ、 冥界の 幽鬼が その 樣な頭 をして ゐ たと。 

つ 一) 一 ^語 は トツ タ、 大形の もので、 穀類 • 豆類な ど を 入れて、 藏に 納めて sla  く队樣 の囊。 こ の 方が 一 層 無氣味 さう である。 

第 六 段 蘇生の 條 

此の 條が 一 等祌祕 的で 一 等 長い。 やはり 里 神の 妹の 自敍體 に、 「我が 意識 を囘復 した 時には」 と 云って、 神の 尊の 现 

7 ぐ. A  つ 力 

無き 骸が、 仆れ さうな 重い 足取りで、 シシ リム 力の 己が 山城へ 歸 りつく 所を敍 して 始まる。 兹に祌 の 尊が 太刀の 枘か 

ら我を 取り逃して 靜 かに 左 座へ 寢 かし、 『我が 使 ふ 神々 達！』 と 呼びかけて、 祈り 新れば、 爐緣の 六つの 雄 服、 六つの 
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雌^が、 兩 方から 相 寄って 金の 觸れ合 ふ 昔が して 忽ち 六人づ X の 小さな 雄 神. 雌 神と 成り、 座敷の 上で 蹈舞 をして 祈 

り を 舉げ、 アイヌの する 通りの 儀式 をす る ことが 細々 と敍述 してあって、 結局 二人が 元氣に 蘇生す ると 共に、 小さい 

神 達 は、 又もとの 爐緣の 金の 銀， となって ぴ かくと 光る。 ー體 この 西 浦の 神と は 何 神であった らう かと、 よくく 

(一)  三) 

{ 氷の 中 を 妹 神が 振 返って 眺め、 打ち 驚く の は、 (言葉 を 極めて 屋內の 莊嚴を 叙した 最後に) 裾に 火の 燃える 赤 織の 厚司、 

靴：^ の 火が 燃えて ゐる 太刀 を 見て、 始めて、 此の世に、 神 も 人 も 及ぶ ものな き 英雄の アイヌ ラ ッ クル * オイ ナカ ム ィ 

であった こと を發见 する ので ある。 

姬神は 驚 し、 且つ 畏れ 憚り、 何故に 神の 尊が、 その 装束 を 着けて 居られたら 1： つたのに、 態と 西 浦の 神な ど名乘 

られる もの だから、 人から もさう 嘲られ、 我 さへ 今まで もさう お呼びして ゐ た勿體 なさと、 あやまれば、 神の 尊 、『否、 

我が<;^の装束だったら却って危かったのだ〕 常の 着物で 身輕に 働いた から 好かった ので ある。 加 之、 この度の 戰に は、 

全く 御身の 藤で 助かったり 御身 を戰の 力に もち、 わが 禪る 太刀の 柄の 上に 御身が ゐる こと をば、 祌も惡 魔 も 知らな か 

つたから 助かった ので、 この 後見の 魂が 無かったら、 助からなかった に 違 ひない。 兄祌は 心配して 居られようと 思 ふ 

から、 行って 我等の 無事に：！ つたこと を 御知らせ するがよい。 我 も 早 かれ 遲 かれ、 兄 神を訪 ふで あらう。 熊 や 鹿の 肉 

の 良い 所 を 持って行って 上げる がよ い』 と 大きな 家苞を 作り 給 ふ。 卽ち 其を檐 ひて. 我 出で立てば、 神の 尊 は背戶 まで 

^り 出で、 外 の^の 上に 立ち、 あの 支 山 を 一 つ 廻れば、 ぢき だと 指し 給 ふ 方へ、 驚きつ i 就いて 下り、 あと 振 返れば、 

格の 上なる 神の 尊 は、 無くなる 程 首 を 振って 數多度 額き 給 ふ。 橫 山の 鼻 一 つ 廻れば、 思 ひき ャ、 我が 住んで ゐた 山城 

の、 孤 丘の 上に^つ てゐる 様が 高々 と 見えて 來た。 クぼ に 悲しい 心が 起り、 あと を 振 返る と、 今 は 幽かに 神の 尊の 家の 


^山の.^3-が、 立ち 罩 むる 露 打ち 靡きて 見えすな つん 


(一) 此はォ イナ カム 1 アイヌ ラック ルの缺 くべ からざる 形 I の やうに なって ゐ I 奮で、 この 神の 表 衣 も、 太刀 も、 

T の 方から いつも 夂が. まつ ぼと f てゐ たと 傳 へられて ゐる。 火 神の 子 だからで ある。 

(rp 厚 ま… で、 - 一力 i 楡 (1 )  i、 アイヌのまで、 l-J^i 

Itrllif  / さま… i。f ィ… ィ… クペ 8f  S たと も 

いはれ る。 

第 七 段 いた づきの 條 

ia^.  If  物 も 食べす に衰 へて ゐる 所へ、 數 多の 好き 土產 I らして 無事に 妹が 歸 

つて 來 るので 叉す つかり 元 氣 になって しま ふ。 一部始終 を 委しく 妹の 口から 話して、 始めて それと 知る 驚きと 喜び、 

I. 數さ田 25 節さ、 I などが 委しく あって、 兎 も あれ 再び 例の 平穏な 生活に 房り、 兄 神 は 刀の 柳の I 

こ餘 t く、 姊妹 はいつ も 刺繍に I した。 妹 はしかし、 刺繍 を するとて は幌 尻の 神 をと 云って、 針 突き通し、 f 

し貫气 歩く 時には、 敷ず f にして 憎らしい と 足に 力 を 人れ て，、 煮物 を するとて は、 外の肉を幌.^ にして、 

き) で 粉に し、 しゃもじで 打ち 碎き、 ft 每曰 さう して ゐ たが、 T ヌ ラ；. ルの神 雄 をき ベば、 何 をす る 

力 も痲れ てし まひ、 淚 のみ 流れて 止ます、 遂に 食物 も 喉 を 通らぬ やうに 病み 臥して しまぐ- 


0 

(一) カシュ プ、. 汁 を 装 ふ もの。 

♦  『小 傳、 西铺 G 神』 梗概 
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(二) ペラ、 飯 を裝ふ もの。  . 

第 八 段 お とづれ の條 

妹祌が 力なく 床に ついて ゐる。 ふと 寢 ながら、 沖の 方から 鳥の 聲 とも 神の 嫛 とも 分らない 美しい 聲を 聞く が、 兄 や 

姊には それが 聞こえない。 起きて ひとり 沛に 出て 見る。 そこから 浦の 敍景 になって、 最後に 沖の 雲 問に， n 帆を擧 げた 

小さな 金色の 辨財 船が 見えて 來る。 ォ イナ カムイの 家で 見た 彼の 六 人の 小さな 神が 權を 漕いで 來る のが 見える。 段々 

近づく 様 を 美しく 敍述 して、 其はォ イナ カムイの 待ちに 待った 来訪であった。 ォ イナ カムイ は 其 後 わざく ウイ マ ム 

に 出かけて 新しい 酒 や 穀物 ゃ數々 の 和 國の土 產を滿 載して こ 、を 訪れた のであった。 兄の^ 祌と オイ ナカ ム ィと 改め 

て名乘 つて 盛大 な^を IE き、 ゆっくり 歡を盡 すその.^ へ、 大勢の 神々 と共に、 やはり 幌 尻の 祌をも 請 待して 今度 は 癌 

0  ；) 

快に 復雙 〔をし、 六 lis.; の 地獄の 底まで 擬 落して しま ふこと を 委しく 敍 する。 

(一) 昔の^ 夾の Iw: 長 は、 松 前 藩主の 代替 はりに 遙々 船を仆 立て、 方 物を滿 載して 朝 觀の禮 を 執った。 これが 段々、 物々. X 換 

の 例に なって、 都 i 论に米 • 洒 が 切れる と、 熊 皮. 熊膽 など を 土  ti^ に 松 前へ 來て 獻ヒ し、 反 醴に米 •  is を 止 に赏 つて：^ 村 

した、 稱 して、 ウイ マム とい ふ。 アイ ヌ傳說 の 中には、 ；大 神な どまで ゥ ィ マ ム に 行く も の 、ji  く 物語ら- れてゐ る の は、 .n 分 

達の 生 を、 神にまで 反映 さした ので ある。 か-つして、 ォ イナ カムイまで、 口 本へ 朝貢す る やうな 話に なって 來 るので ある。 

ニー) 「神」 の屬^ に は、 ^虐も その 一 つで、 怒れば、 ひどい 事 もされる し、 かう して ili., 盜 みさへ もされる の は、 今人の 神の 

考と はちが ふ ので ある。 

、—  as  ite- ， 1 f[  ：  .  ！   _;—  . 


愈-改めて 里 神の 許から、 嫁 人り をす る。 結婚の 古俗 を 緣卷を 繰る 樣に 詳しく 叙して、 三々 九 度に あたる 合 t^d の 〈35- 

事の 式を擧 げて樂 しく 同 接し、 ォ イナ カムイが、 さながら 令の アイヌの やうに、 時々 山へ 人って は 熊 を 狩りして i« の 

方べ 好い； 1 分け をす る、 申 分の ない 平和な 暮らしで rn: 出度く 大團圓 となる ので ある。 

結 tii アイヌ 文學と 「小 傳」 

現： ：；= する アイヌの 概數ー 萬 六 千 人、 內 一割 は 樺 太の 南半に 居住し、 九 割 は 北海道に 住む。 その t2:、 根 { お 沖の 色 丹.！ iiS 

に、 以前の 所謂 干 島 アイヌの 殘蘖 が、 半ば 口 シァ人 化しつ」 僅に 四 五十人 ほど 生き 殘 つて 居る。 文學 を：：^ しない 此の 

干 島 方言 は 別と して、. 北海道の アイヌ 方言 は、 樺 太 方言との 差、 僅かに 一歩、 日常の 對話 はや k 通話の 困難 を 感じる 

けれども、 雅語に 於て は 案外に よく 通じ、 地名の 語 I 果に 至って は 殆んど 相違 を 見ない。 北海道 アイヌ 語の 內に は、 南 

に 太平洋 を 受ける 日 高 • 膽 振が 南部 方 1百 を 形造り、 北 見 • 天鹽 • 石 狩. 十 勝 • 釧路 • 根 地方が 北部 方 ii  一一  a を 構成す る。 ， 

我が 奥 羽の 地方に 蟠 居した 昔の 蝦夷と ー衣帶 水を隔 つのみ なる 所謂 口 蝦夷 地方、 渡 島 (並に 後志) のァィヌ；^！は、 所 

謂 南部 方 一一 一一！： より は 却って 石 狩 • 天鹽 の濱繽 きを 以て 寧ろ 北部 方 首に 近く、 これが 膽 振の 火山 灣 沿岸 地方に 及び、 f:^ia 

は 北海道の 最南 部に ありながら、 却って 所謂 南部 方言と はや i 差が あって、 小さく 口 蝦夷 方言 を 形成す る。 思 ふに、 

南部 方言の 日 高地 方 は、 寧ろ 永く 所謂 東 蝦夷の 地に 僻在して、 靜 かに アイヌ 文化 を醞釀 し、 摄き亂 されす に 之 を 守つ 

てゐ たもので ある。 そして、 ^蝦夷の 更に 奥の 十 勝 • 釧路の 地方 はどう かとい ふに、 北の方、 樺 太を經 て、 宗谷 より 

入り 来る 犬 陸の ッング ー ス 族の 文化の 浸潤が、 濱續 きに、 一方 は 西-:; ii: 天 i 了 石 狩に 溶 透し、 一 方 は北兒 の 北岸 を 傅つ 

； K1 、アイ ヌ 文^と r 小 傅」  11; 五 


て 南下す ると 共に、 石 狩の 平野 は、 石 狩 川の 水源から 中央 分水嶺 を 越えて 十 勝 川に 沿うて 十 勝の 平野へ 交通 を 有した 

ものであった ので、 これが ために 北海道の 東陲が 却って 北部 方言の 色に 染まった ので ある。 

之に 反して 日 高 は、 十 勝の すぐ 乎 前に 位しながら、 十 勝との 境 は 北海道の 脊椎 を 成し、 その 海岸 は 襟 裳 岬の 天險に 

^まれて、 文化の 流が こ- -に 堰き止められ たが 爲に、 山懷に 抱かれた 一 つの 行き 止り を 形成し、 南に 海を控 へて 和 か 

な氣 候と 肥沃な 地味に 惠 まれ、 早く 農耕の 道 を も 啓き、 他の 俊 略 を 避け 得て、 比較的 純粹な 土俗 を 護り はぐ」 み 得た。 

义 これに 反して 極 塞の 北部 地方、 並びに 天 i で 石 狩の 西岸 地方 は、 固有 文化の 成熟の 淺 きに 加へ て、 その 位置、 異族 

南ド の衝路 にあたり 外來 文化の 不斷の 影響 下に 曝されて あつたの である。 n 蝦夷 地方 は、 それに 加 ふるに 南方より す 

る H 本文 化の 浸潤 を 受け、 最も 早く 開け て從 つて 早く 固有 の もの を 失った ので ある。 

されば 今日、 言語と いはす 土俗と いはす、 最も 純なる アイヌ 文化の 代表的な もの は、 南部 方言 151： に屬 する 日 高 及び 

r";^ の 地方に 求むべく、 從 つて、 アイヌ 文學の 精髓も 主として この 地方に 發 露して ゐ るの を 見る 所以で ある。 

英雄の ュ ー カラの いくさ 物語の 舞臺が 西海岸の 地方で あるのに 對 して、 祌々 の ュ ー カラの ヒ，" n 1、 ォ イナ カムイ 

の 活動の 舞臺は 日 高の 沙流 川の 流域で ある。 今 平 取 村の 上の は づれ、 沙流 川に 臨んだ 丘陵、 丁度 そこに 義經祌 社が 建 

つ ハイ-ビラの 地が、 人祖 アイヌ ラック ル の墟 址と傳 へられ、 アイヌの ジ" ルサレ ムの 地と なって ゐる 所で ある。 ァ 

イスラ " クルの 义 の名ォ キク ルミ を 以て 義經と 做した 邦人が こ 、に 義經 神社 を 祭祀した 所以 もこ、 にある。 

アイヌの 宗敎祌 話の ヒ ー 口 ー が 口 高 を 中心として 展 し、 アイヌの 英雄 說 話の ヒ ー £1 1 が、 異 族南ド の衝路 にあた 

る、 攻防 ゅ亂遑 のなかった 西岸 地方 を 舞 裏と して 發 生して ゐ るの は考 へられが たい 事で は 無い。 


そして、 膽 振の 東部、 〈ま 岡 北東の 地方 は、 太平洋に 南面す る 日 高の 同じ 濱箱 きで、 个の 登^. 幌！^ の 地方まで は、 

日 高の 沙 流の アイヌと 同じ 祖先 を 分けて 分布して ゐる ことが、 その 傳說に 今尙 物語られて、 ^に 同系の 故舊 であると 

いふ 感情が まだ はっき り^きて 動いて るので ある。 だから この 地方 一 帶に、 もと 同じ 傳承 があって 相 分れて 个 日の ァ 

ィ ヌ， 义壤を 共通に 有して ゐ るので ある。 

个日 高と 膽 振の 兩者を 比較して みるに、 日 高 は 保存に 於て 優り、 膽振は 進化に 於て 一歩の 長が ある。 殊に 前揭 『小 

傳』 の 如き ものに 至って は、 日 高で は 純 粹な古 調で 簡 古と 素樸 さに 於て 勝れる が、 膽 振の 所 傳は霄 嚷は碎 けて や、.： K 

きに 失する 憾み は ある けれども、 委曲 を盡 して 痒い 所に 手の 届く 様な 叙述で あり、 殊に 新しい 時代の 發 達した 道義 觀 

念が 要所要所 を緊 めく-つて ゐる。 此等は 傳承者 その 人々 の 文化の 差が 作った 開きで あらう。 此の 意味に 於て、 文舉 

的に 膽振は 曰 高の 上に 一歩 を 進めて 來 たと 云って よい。 

巫女の 神 語が、 神の シノ" チヤ の 形 を 取って 生れ、 傳 承せられ て、 數々 の 神々 の ュ ー カラ を釅釀 し、 その 高 湖 オイ 

ナ にまで 發 達し、 ー轉， 英雄の 物語に 換 奪胎 されて 種々 なる 人間の ュ ー カラが 文舉 的に 分 生した が、 併し ォ イナの 

傳承 も、 文化の， M 上に つれて 漸く その 形 をみ がき、 膽 振の 『小 傳』 の 物語まで 來 ると、 寧ろ 拙い ュ ー カラより は、 も 

少し 文學 的に 進出して しまった。 これが 卽ち 前褐の 『西 浦の 神』 の 物語の ー篇 である。 

然し 乍、 オイ ナは 依然として アイヌの 聖經 であって、 この種 族の 宗敎的 説話で あり、 純然たる 藝術的 作品で はない。 

勿論、 英雄の ュ I カラに しても、 この種 族の 入々 に 取って はま だ 全然 信仰から 獨 立した 藝術 品で はない。 そこが 原始 

文學の 木質であって、 この 屮に藝 術 的 1^ 値を毘 出さう と豫 期したなら、 失^ を 以て 酬 いられる 以外の 結 B„ ^は 生じない。 

ff0 アイス 义： 广レ- 「小 三 七 
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けれども 之 を 文學の 史的 • 發 生 的 輿 味から 眺める 時に、 こんな 小篇の 中からで も、 ゆ I られ てゐた 人類の 様々 な 記 慮の 

よみが へ つて 來る ものが ある。 例へば 人祖 アイヌ ラック ルが、 天地の 諸祌を 優越す る 威力の 領有 者であった こと、 神 

よりも 人が えらかった、 さう いふ 古代 思想の 祌の觀 念が 明瞭に 露出して ゐる こと、 その 神よりも 偉大な， 仰の 的に 立 

つ アイス ラウ クル をして、 人妻 を盜 ませて 少しも 意に 介し ない、 最上の 理想 神 は、 偉大なる が 故に 韋大 で、 怒る 時 こ， 

は tffi! そのもの にもなる 烈火の 威、 寧ろ、 (折 口 氏の 所謂) 仁慈と 共に 殘虐 そのもの も 亦 これ を 偉大 者の 屬 性の 一 つに 

位 { 件 さして その 前に ひれ 伏す 以外に 何等 それに 對 する 批評が 向けられなかった ので ある。 

共 外、 英雄 をして； 大國 及び 地獄 人 をさせる ホ メロ ス 以来の 型、 我國 では 義經. 朝比奈 をして 演じさせる 物； の 型が、 

依然として、 ォ イナ カムイの 役割に アイヌで はなって ゐた。 刀の 銀に 魂 を 鏤めて 戰ふ 英雄の 命の 力 を、 魔神 共が 誰 一 

人 その 發船 所に つ い て 知る ものがなかった お蔭で 命 を 拾つ て戾る 物語の 條に は、 極めて 古くして rd つ #: 遍 的な、 人類 

の Life  Index の 思想が ほの 見えて ゐる、 等々、 アイヌ 文舉 は尙、 かう いふ 見地から、 その 固有の 位置に 据 ゑら れて 

せらるべき 無限の 资料を 提供す る ものが ある。 
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